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河北・津幡大会を振り返って

平成22年11月17日、津幡高等学校、津幡南中学校、

中条小学校および津幡町文化会館、ングナスを会場に第

47回石川県理科教育研究大会河北・津幡大会が開催さ

れました。 絶好の天気にも恵まれ、県内外から340名

もの参加をいただいて大会を実施することができまし

たことに対しまして厘くお礼申し上げます。

この大会は昭和39年10月に第1回大会を開催して以

来、「小・中・高をつなぐ理科教育のあり方」を一貫

した研究テ ー マとする研究•発表・協議の場であり、

多方面から高い評価をいただいております。 全国的に

も類を見ない、石川の小中高校理科教育の拠りどころ

ともなる大会であります。

今年は、二つのビッグニュ ー スがありました。 一つ

は、鈴木立北海道大学名営教授と根岸英ーパデュ ー 大

学教授が、 金屈パラジウムを触媒とする「クロスカッ

プリング反応」でノ ー ベル化学宜を受宜されたことで

す。 反応しにくい 2種類の炭素化合物を結合させる反

応を発見し、医薬品やエレクトロニクス分野などでさ

まざまな新しい物質の合成を可能にした功績によるも

のです。 もう一つは、2003年に小惑星イトカワに向け

て打ち上げられた探査機「ハヤプサ」が、 7年間、60

憶キロを旅して地球に帰ってきたことです。 小惑星に

正確にたどり着いて、 その表面からサンプルを採取す

ることに世界で初めて成功しました。 この間、通信の

途絶、燃料漏れ、エンジンの故障などのさまざまな困

難を乗り越えての帰還でした。 日本の研究や科学技術

が世界的にきわめて高く評価されることでありました

し、子どもたちにも大きな夢と希望を与えました。

小中学校および高等学校学習指甜要領が平成20年3

月と21年3月に改訂され、 知識基盤社会といわれる21

石 川県理科教育研究協議会会長

坂 尻 忠 秀

（石川県立飯田高等学校長）

世紀を生き抜くために、児童生徒に確かな学カ・豊か

な心・健やかな体の調和を重視する「生きる力」をは

ぐくむことの重要性がより一層強調されています。 ゅ

とり教育からの脱却、学力向上が言われて久しいので

すが、確かな学力の育成には、基礎的・碁本的な知識・

技能の確実な習得と、課題を解決するための思考カ・

判断カ・表現力等の能力の両方が重要とされています。

理科における観察・実験やレポ ー トの作成、論述、発

表などの学習活動は、これらの力の育成に大いに資す

るところがあります。 また、今大会のサプテ ー マに掲

げられた「体験をもとに、言語活動を大切にした理科

学習」は、 それらの基盤になるのが言語に関する能力

であるとの思いからでもあります。

さらに主体的な学習のためには、学習意欲の向上が

図られなければなりません。 公開授業における小学生

の溌刺とした授業の様子、中学生の真剣な発表や聴く

態度などからは、理科離れという指摘はあたらないと

いう思いを強くします。 一方、さまざまな課程、科、

コ ー スに分かれる高校生では、理科の学習において解

決すべき課題が少なからず見受けられます。 小中高を

つなぐ理科教育をさらに充実発展させて、高度情報化

社会の中に生きる社会人の科学的素蓑の醸成を図り、

さらに専門性を高める基礎となるように、本研究協議

会の役割がますます重要になると思われます。

終わりに、本大会の開催にあたりご指琳、ご支援を

いただきました石川県教育委員会、津幡町・かほく市・

内灘町の各教育委員会、石川県教育センター、準備や

実施に多大な尽力をいただいた大会推進委員会並びに

関係者の皆様に深く感謝申し上げます。
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記念講演要旨

「石川農業の現状と
最近の技術開発」

石川県牒業総合研究センタ ー

野畠 重典氏
平成22年11月17日（水）
於：津幡町文化会館「シグナス」

，

 

石川県の澁業の現状と最近の技術開発を紹介します。

石川県の農業の現状です。股業粗生産額が大体600

惚ありますが、農業の衰退に伴い20年前に比べ半減し

ています。水稲が半分ぐらいで、その他、野菜、畜産、

果樹です。

石川県の牒業の特徴として砂丘地園芸があります。

能登には盟地開発牒業、河北潟干拓地では干拓牒業と

いう特色があり、県では戦略作物の取り組みをしてい

ます。

石川の砂丘園芸は、本県園芸の主力産地となってお

り、粗生産額で501慈、全体の40％を占めています。ス

イカ、ダイコン、サツマイモ、プドウがあります。石

川県の砂丘地面栢は13,000haで全国3番目です。作付

面租も全国で3番目の700ha余りでサツマイモやスイ

カ、ダイコンが栽培されています。奥能登の国営開発

牒地ではカボチャ、 クリ、葉たばこなどの栽培があり

ます。また、河北潟干拓地では大規模な大麦、大豆、

レンコン、酪殷が営まれています。

石川の戦略作物は、平成17年に地域製産物をプラン

ド化することにより、米、野菜などのほかの作物をけ

ん引していこうと取り組みました。生産的には少ない

ですが、中島菜、能登大納言小豆、 源助ダイコン、加

賀野菜の金時草、新しく開発したルビー ロマンを指定

して振興しようと試みました。

研究センタ ー では(1)戦略作物に対する研究、(2)新品

種の開発、(3)高品質な省力化技術、(4)安全で珠境に優

しい技術の開発の 4つの研究方針があります。

(1) 戦略作物について

中島菜は 2月～3月上旬に収穫が終わり、収穫後花

が咲きます。品種育成のため、開花時期を遅らせよう

と、花の咲かないものを選抜し、植えてまた選ぶとい

う選抜方法により、現在では3月下旬まで収穫ができ

ます。12~13年はど前、研究センタ ー で調査したとこ

ろ、ACE（アンジオテンシン変換酵素）という血圧

の上昇を左右するものが体内にあり、その活性を阻害

する物質が多いということがわかりました。特に60℃

で30分ほど加熱処理をするとACE阻害活性が高まる

という分析結果が出たため、乾燥や粉末状にして、

JA七尾市がお茶にコ ーティングして販売しています。

次に金時草ですが、蒸気加熱し、熱風乾燥させ、熱

水で30分抽出して乾燥することで粉末にします。アン

トシアニンが非常に多く、抗酸化機能が高いものです。

プリンやケ ー キ、入浴剤などの製品にされています。

能登大納言小豆は、昔から京都のものなどが混在し

ていました。そこで、研究センタ ー では各地区から良

いものを20種ほど集め、選抜を重ね能系1 ~3 の、3

つに絞りました。能登の試験場で辿伝子判別をし、栽

培試験をしていたところ奥能登の試験場が選んだ能系

1 が辿伝子的に京都大納言とは随分昔に枝分かれをし

ており、今年からこれに統一しています。

長根系源助ダイコンは短くて太いのが特徴で、おで

んの材料などに使われており、金沢の打木で育成され

ています。コンビニと連携して、品種のいいものを輪

切りにしておでんにするのですが、大体 4~5切れし

かとれません。研究センターでは6~7切れほどとれ

るものをつくりましたが、長ければ細くなり、おでん

には適さないため、 2条植えから 1条植えにしようと

試みました。更に肥料調節型LP50 という肥料をやる

と改善できます。

私は果樹が専門ですので、ルビー ロマンについてお

話します。プドウ品種ルビー ロマンの育成で、私は、

才田の試験場におり、それから能登へ 2 年ほど転勤し、

宇野気の砂丘地試験場へ赴任になりました。牒家は赤

い品種が欲しいと言うので、試験場では赤い品種を全

国からいろいろ集めまして、私が赴任した年に初めて

なってきましたが、実がつかないとか割れるなどいろ

いろな欠点がありました。

品種をつくるとき、っほみの状態で花弁を全部外し、

雄しべをとります。 そして、別の花粉をつけ、ほかの

花粉がかからないように袋をかけます。ところが、花

が非常に小さいので、種が4、50粒しかとれませんで

した。平成5年に藤稔という当時一番花弁が大きく黒

い品種の種がありましたので、平成7年に播種をし、

温室で 5月ぐらいまで育て、圃場に移して1年間育成

しました。400粒まいて芽が出たもののうち、病気に

弱いもの以外で葉っぱの形のいいもの、枝の色、80粒

ほどを選んで圃場に定植しました。交配した中から、

赤の大きいものに小さい赤をかけるとか、いろいろ組

み合わせをしましたが思いどおりにならず、結局出た

のは藤稔の自然交雑で育成したものでした。

プドウの花のように小さいものに交配をすることは

苦労がいります。きれいな色に上げる必要性があり、

糖度や酸度と色の関係や食味の関係を調べ、カラーチャー

トをつくりました。現在牒家に普及させ、糖度が高く、

酸度の低いものができます。今年は 1 粒が全部20グラ

ム以上であること、色がきれいであることなど規格を

非常に厳しくしたため、去年の1.7倍しかとれません

でした。また、プランド化するため大房にしようと35

0グラムぐらいまでと規定しました。色をよくするた

めに1回摘粒し白い袋をかけ、収穫時期が来たら透明

な袋にかけかえる。非常に苦労をしながらやっていま

す。収穫時期が近づくと、暑い年は非常に多いのです

が、茶色く日焼けが出ます。また、極端な雨が降ると

裂果します。これが商品化率を落とすので、対策の試

験をしています。
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今、 ルビ ー ロマンの普及に向けて一生懸命研究をし

ておりますが、 サポ ーターに応援していただいていま

すし、 市場関係者、 消費者の皆さんの支援が大事かと

思います。

(2) 新品種の開発について

秋星というリンゴです。平成15年 6 月、 徳田秋声を

もじり、 秋の星のように輝けということで命名された

ものです。オ田の試験場に来て25 年たちますが、 その

前から手がけていました。石川県は暖かいためきれい

な色が出にくいが、 きれいでおいしいものをつくろう

と昭和62年に若手、 平成17年に品種登録しました。品

種の育成には大体15年前後かかります。

リンゴを選ぶときは、 リンゴのおしりがきれいに黄

色いかどうか、 みつが入っているとおいしいので重た

いかどうかで選びます。秋星はなかなか収穫摘期が明

らかでないので、 収穫判定板を農家に配り間迎いのな

いものを市場に出していこうとしています。

石川酒52号、 石川門の育成をします。特性は、心白

という酒米の中に白いものが出てきますが、 これが大

きくてそろっています。石川酒 52号は吟酸酒向きで、

現在23の酒造メ ー カ ー が取り組んでいます。

農学とは応用化学で、 開発した技術が普及・実用化

し初めて成果があるといえます。うちの職員でも、 い

い研究や技術開発ができないと悩む者がたくさんいま

すが、 人がやったことを実用化に結びつけるのも研究

だと私は言っています。新たな研究•前向きな仕事は

失敗しても可、 現状維持にならず、 常に前へ前へと話

しています。

( 3) 裔品質・省力化技術の開発について

五郎島金時は10年以上前からプランド化されて、 大

変おいしいです。肥料、 水を豊富にあげ、 普通50万し

かとれないものを100万とろうとしたのですが、 おい

しいものでなければいけないため、 やはり水やりが大

事だと考えています。時期によって水の品を変えるこ

とで非常においしいものができるので、 最近、 五郎島

金時はあんこやお菓子によく使われていて、 石川県と

いえば五郎島金時というぐらいブランド化の先郡者だ

と思います。産地の人が大変努力しています。

ナ 、ンの枝は配四が難しく2本主枝をつくることにな

りました。2本主枝は牒家にとっても単純化でき、 下

枝に細かく枝を出して早くからならすという研究員の

提案もあり試みたものです。通常、 枝を取ると、 上の

方の実は太らないのですが、 うまくいって2年目から

なりました。

(4) 珠境に優しい技術の開発について

砂丘地でダイコンをつくる場合、 砂丘地は保肥力が

低いため、 施肥岳が2倍ほどいります。それを減らす

研究ですが、 研究員は全面的に肥料をやるのではなく、

うねの立った部分だけにやる局所施肥を提案してきま

した。やって見ると、 ほとんど変わらない結果で、 肥

料が5割削減できました。反対しないで良かったなと

私も言っておりまして、 何でも考えたらやっていくの

が大事と思っております。
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次に、 食品残濱を利用した新しい技術です。加賀市

はバイオマスタウンを県下で一番早くやっています。

学校給食で出る残飯やオカラ、魚加工残消、 もみ殻を

使って堆肥にできないかということでした。生育齢害

指標や窒素供給星の測定方法を開発し、 作物に適した

堆肥が作られ、 加賀市で利用しています。

化学製薬代替防除についてです。ヤガはキャベッ、

プロッコリ ー 、 白菜などを食べます。夜間に繁殖行動

を行うので昼間のようにすれば交尾や産卵を行いませ

ん。太陽光で充電したLEDで圃場を照らす方法で、

来年ぐらいには実用化予定です。

私は砂丘地の試験場の場長で2年おり、 こちらの試

験場に移って3年目です。私が職員に話していること

は、 常に新しいことの挑戦をしてほしいということで

す。できないことをどうしたらできるかを考えてほし

い。私が反対しても「いや、 これでやってみます」と

いうものを持たないといけないと考えています。発想

の転換をしてはしいということも言っています。それ

から、 考えたら実践をしてほしいと思います。考えて

実践をしないのは考えないよりも悪いという話をして

います。仮説どおりにいけば研究はいりません。何か

やるときには、 こうすればこうなるのでは、 こんなこ

とをしたら面白いのではと仮説を立てますが、 うまく

いかないほうが多いです。しかし、 失敗から次につな

がる何かを得ることが重要なのです。悪い結果でもそ

れを解析して次にどうつなげるかが大事なので、 途中

でやめないで失敗から何かを得ることが重要であると

いう話をしています。

目標は大きく、 やることは着実に。41年前、 採用試

験のとき、「何で試験場へ入りたいのか？」と聞かれ、

私は大学でプドゥをやっていたので、「石川県のブド

ウのために働きたいです。」と答えました。えらいこ

とを言いましたが、 目標を立てるなら大きな夢をつく

ればいいと思います。また、 理解者を最低1人持ち、

話をし、 そして、 みんなの夢になれば楽しいのではな

いかと思います。それから、 苦しいときほど明るく。

仕事は厳しくて当たり前ですが、 明るい職場でなけれ

ば次が生まれません。仕事は大変だけれど、 あそこに

行けばあいつと笑いながら仕事できる、 そんな職場に

しようと思います。

最後に、 研究センタ ー にまいりましてから、「県民

から信頼・期待される研究センター」という理念を掲

げています。また、 信念として「イノベ ー ション（技

術革新）が明日の牒業を拓く」とありますが、 これは

自負心です。我々の仕事が明日を拓くのだという自負

心がない限り途中で折れてしまうときがあります。

日本がこれまで発展してきたのは科学技術の進歩だ

と思います。子ども逹が科学に目認め次なる科学技術

の進歩を支えて行きます。先生方は、20年、 3 0年先に

実を結ぶ、 日本の将来のために大事な仕事をされてい

るという自負心を持つべきではないかと思っています。

（記録：内灘町立清湖小学校 堀井洋一）



第47回石川県理科教育研究大会

河北・津幡大会を終えて

，

 

河北・津幡大会推進委員長

木 田 崇

（津幡町立津幡中学校長）

去る1 1月17日（水）、好天に恵まれた中、 午前中は津幡

高校、 津幡南中学校、 中条小学校での公開授業、 午後

からは津幡町文化会館シグナスでの分科会、 全体会に

県内外から三百四十名の多数の理科関係者が参集し、

盛大にそしてまた成功裏に県理科研究大会を開催する

ことができました。

講演会では、 県股業総合研究センター 所長 野畠

重典先生から「石川農業の現状と最近の技術開発」 と

題して、 県独自の大粒ぶどうルビ ー ロマンをはじめ、

県産特有の農産物の技術開発に関わるご苦労や、仕事

に対する熱惹の大切さなど、 貰重なお話をお聞きする

ことができ感謝しております。

本大会は、戦後の理科教育の充実が望まれ、 小・中・

高の連携を意識した大会主題「小・中・高をつなぐ理

科教育のあり方」が脈々と諸先照方によって受けつな

がれてきた歴史ある大会であります。 その歴史を認識

し、 新学習指埒要領の内容を意識し、 副題を「体験を

もとに、 言語活動を大切にした理科学習」と決め大会

の成功に向けて取り組んできました。

来年度からの小学校から順々に実施される新学習指

郡要領では、 実施時数、 内容とも増え、 理科教育に対

する社会の期待感の表れと感ずるところであります。

その期待に応えられるよう、 この大会を機にいっそ

うの努力と精進を肝に銘ぜなくてはならないと思いま

す。 今大会の公開授業での指郡、 分科会の4領域で提

案いただいた先生方の実践、 また、 購演会での講話な

どから少しでも理科教育に携わる皆様方に参考になる

点や今後の指導法改善に役立つものがあれば幸いに存

じます。

最後に、 県教育委員会、 県教育センター 、 各教育事

務所、 津幡町、 かほく市、 内灘町教育委員会、 県科学

教育振典会には大変なご支援、 ご指埠をいただきまし

た。 また、 最後までお世話くださった河北郡市の小・

中理科部員の先生方にも感謝の気持ちを表し報告に代

えさせていただきます。

理 科 教 育功労者

1. 小学校の部 津幡町立萩野台小学校
山 崎

推薦理由

昭和52年加賀市立山代小学校を初任に、 津幡町立別

所小学校、 内灘町立向粟崎小学校、 高松町立高松小学

校、 内灘町立西荒屋小学校、 津幡町立笠野小学校、 金

沢市立小坂小学校を経て現任校に至る。 この間、 県教

職員研究奨励、 県科学教育振興会、 県理科教育研究大

会に多くの研究成果を発表してきた。 さらには、 全国

初等教育研究所等でも政を得るとともに、 昭和62年に

は文科省科学研究毀補助金（課題番号62908009)によ

る個人研究も行っている。

長年にわたり、 新しい教材開発に栢極的に取り組む

とともに、 科学作品の指甜にも力を注ぎ、 郡市学校教

育研究会（理科部会）においては幹事、 そして郡市科学

研究作品物審査会の審査委員として長期にわたってた

ずさわり、 河北郡市の理科教育の発展に貢献している。

2. 中学校の部 かほく市立高松中学校

末 吉 英 一

推薦理由

津幡町立太白台小学校を初任に大根布東小学校、 宇

ノ気中学校、 津幡中学校、 内灘中学校、 津幡南中学校、

紫錦台中学校を経て現任校に至る。 この問「太白の森」

の研究で、 ソニー 貨受宜にかかわり、 授業研究や教材

研究の成果を理科大会をはじめ、 多くの研究会で発表

してきた。 科学部を指迎し、 県最俊秀宜に甜き、 高峰

貸や岡文化宜にむけての生徒の指郡を行ってきた。 ま

た、本人も平成15年度越馬徳治科学箕を受賞している。

長年にわたり、 郡市科学研究作品審査会の審査委員

や委員長としてたずさわり郡市学校教育研究会 （理科

部会） の委員、 委員長、 幹事をつとめ、 河北郡市の理

科教育の発展に貢献している。

3. 高等学校の部 石川県立宝達高等学校
登 美

．
 

＿
0

田

聰

推鹿理由
昭和50年東北大学理学部化学科卒業の後、 新潟大学

大学院理学研究科修士課程終了、 門前高校を初任に、
鹿西高校等を経て現在校に至る。 この間、 県理化部会

理事、 日本理化学協会県研究代表 （化学）等を歴任。

北信越大会では、「化学史を題材にした理科Iの指迎」、

「化学JIにおける課題研究の実践」、「タンニン系染料

の研究」などの実践研究を発表。 平成4年より山形大

学と共同で、 文部省奨励研究「インジゴ及びその誘甜

体の箪極反応」の研究を3年間行った。 平成6年度越

馬科学宜個人宜受貫。 科学部の指導では、 平成12年度

県児童生徒科学作品コンク ー ルで、「藍葉中における

染料色素の生成に関する研究」が県知事賞・誼費科学

宜を受宜、 また同年度、 越馬科学宜学校宜を受賞し、

平成14年度全国高校総合文化祭（神奈川大会） におい

て、 県代表で発表参加をしている。 同年度北信越理科

教育功労賞を受買。 共同執策として、「化学を楽しく

する 5 分間」 （化学同人、 2003年）、「図説能登半島の

歴史」（郷土出版社、 2011年出版予定）等がある。
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第47回石川県理科教育研究大会 河北・津幡大会

〈大会主題〉 小・中・高をつなぐ理科教育の在り方

副題 ～体験をもとに、 言語活動を大切にした理科学習～
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《日 程》
時刻 8:15~8:35 8:35~9:25 9:25~9:50 9:50~10:40 10:40~11:00 11:00~11:45 11:45~13:00 13:00~14:10 14:30~14:55 15:00~16:10 16:10~16:20 

内 文立 公 移 公 移 公
誓

分 全 体 会

開 動 開 動 開
科 開 講記 閉

授 立x 授 受 授
誓

/ 云 会
容 付 業 付 業 付 業 メコェ： 式 浪念 式

時間 20分 50分 25分 50分 20分 45分 75分 70分 25分 70分 10分

会場 津幡高等学校 津幡南中学校 中条小学校 津幡町文化会館、ングナス

《公開授業》
子,.,. 校 （会場校） 学年 教 科 授 業 者 単 尤 名

1 理科総合A 大 畠 成 裕 運動とカ

石川県立津幡 高等学校 2 化 子^ I 寺 澤 幸 平 酸化遠元

2 生 物 I 横 井 俊 介 刺激の受容と行動

1 理 科 川 原 英 夫 いろいろな気体とその性質

津幡町立津幡 南中学校 2 理 科 室 百 世 物質が分かれる変化

3 理 科 福 島 栄 一 水溶液とイオン

1 生 活 科
柳 澤 朋 子 あきになったね きもちがいいね
北 野 京 子

2 生 活 科
細 川 奈美江

あそび大すき あつまれ
宮坂 令子

津 幡 町 立中 条小学 校 3 理 科 北 橋 雅 子 屯気であかりをつけよう

4 理 科 北 川 一 也 空気や水をとじこめると

5 理 科 奥 村 盟 美 もののとけ方

6 理 科 越 坂 米 最 発電と電気の利用

《分科会一覧》

分科会 1 :エネルギー 2 :粒 子 3 ：生 命 4 ：地 球

テ ー マ 体験をもとに、 言語活動を 体験をもとに、 言語活動 体験をもとに、 言語活動 体験をもとに、 言語活動
大切にしたエネルギー学習 を大切にした粒子学習 を大切にした生命学習 を大切にした地球学習

高
渡 會 兼 也 平 野 敏 山 崎 由紀子 安 田 誠 二

提 （金沢大附属高） （七尾高） （金沢泉丘高） （小松明峰高）

案 中
消 水 憲 之 時 兼 秀 充 松 本 香 蕉 杉 田 智 史
（金沢市・野田中） （珠洲市・宝立中） （加質市・山代中） （かほく市・宇ノ気中）

稲 垣 淳 一 中 田 哲 幸 古 川 雅 詩 石 橋 直 行小
（白山市・湊小） （金沢市・南小立野小） （中能登町・滝尾小） （小松市・符津小）

司会者
末 栄 良 弘 見 砂 智 子 長 田 敏 徳 上 杉 ，，，示

（金沢市立工業高） （金沢伏見邸） （かほく市・宇ノ気小） （内灘町・内灘中）

室 田 昌 一 朝 田 椴 福 岡 辰 彦 松 本 政 彦

助言者
（県教育センタ ー ） （県教委・学校指祁課） （県教委・学校指祁課） （県教育センタ ー ）...................... ........................... ---”---.―亨雫.......... ................... ......... ············--------····---························ ..．．．． .．.．．.．..．．..．..．-．．.．.ュ-• 

水谷内 良 郎 山 田 菊 代 宮 下 裕 樹 山 本 英 喜
（中能登教育事務所） （県教委・学校指専課） （県教委・学校指祁課） （金沢教育事務所）

記録者
関 戸 暢 中 田 博 之 清 水 正 春 大 野 徹 朗

（金沢北陵邸） （寺井高） （かほく市・高松小） （津幡町・津幡中）

運営委員
山 本 和 彦 石 井 芳 美 澤 田 剛 宮 坂
（内灘町・内灘中） （内潰町・消湖小） （津幡町・太白台小） （かほく市・河北台中）
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I 第1分科会：エネルギー I

体験をもとに、 言語活動を大切にしたエネルギー学習

I. 提案者発表の概要

(1)小学校より 白山市・湊小学校教諭 稲垣 淳一

実感を伴った理解を図る理科学習

3年「じしゃくのふしぎをさぐろう」の学習より

① はじめに

実感を伴った理解を図るために3つの視点を意識し

て実践授業を行った。

「具体的な体験を通して形づけられる理解」「主体的

な問題解決を通して得られる理解J「実際の自然や生

活との関係への認識を含む理解」

② 取り組みと内容

“習得したことを活用する場の設定
”

を意識し、実

際に調べた体験を実感させ言語と体験を行き来し、習

得したことを繰り返すことで体験を活用し応用するカ

を養う。 例えば磁石では棒磁石、 U字型磁石、 リング

型磁石で強い場所を予想し探す。 ‘‘学び方のパタ ー ン

化
’

' を徹底し「学習の進め方」を教室に貼り、授業の

中で子供に確認しながら進め授業に見通しを持たせる。
“

言語活動の充実
’

' として考える場・説明する場を持

つ。 毎時間ふりかえりノ ー トを書く。 イメ ー ジ図を考

える場を持つ。 単元の最後には新聞つくりを行い自分

の言葉で説明できることを目指す。

③ 成果と課題

体験と考察を繰り返すことや、学びのパタ ー ン化に

よって学習の仕方が定着し、指示がなくても次の行動

ができるようになった。 言語活動は発表、イメ ー ジ図、

新聞など多様な方法で実践できている。 今後は解った

ことに理由をつけて説明できる事を研究課題としてい

きたい。

(2) 中学校より 金沢市・野田中学校教諭 清水 憲之

生徒が学び合い、 自ら高まりを感じられる学習

場面の構築をめざす取り組み

～「身のまわりの現象（光の性質）」の授業実践より～

① はじめに

学び合いを学校全体で研究し実践している。 人に伝

え話すことを重視し、一人一人の学びを叫重して子供

同士の学び合いを支援することで、学び合い自らの高

まりを感じられる学習場面の構築を目指している。

② 取り組みと内容

学校全体の取り組みとして専門家を招き、年3回研

究授業を行っている。 理科部会ではお互いの授業を常

時見せ合い授業改善に努めている。 さらに授業の課題

を重視し、易しすぎず難しすぎず生徒の学習意欲を刺

激するような課題を理科部会全体で検討している。 基

本的な課題から簡単には解けない課題へと段階的に難

度を変えることで学び合いが発生しやすくなる。 解っ

た生徒も解らない生徒へどのように伝えるのかを考え

ることで力がつく。 思考に重点を四き、話し合い伝え

合うことに時間をかける授業プランを考えている。

③ 成果と課題

教師間の連携や授業形態の確立など少しずつ形になっ

てきている。 適切な課題の選定、蓄禎など今後も実践
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の継続改善に力を入れていきたい。 また解らない子が

栢極的に解っている子へ質問し解決へと向かうことが

まだできていない。 今後どのように支援するのか等検

討していきたい。

(3) 高等学校より 金沢大学付属高等学校教諭 渡會 兼也

ハイスピードカメラによる物理教材の工夫

（平成22年武田科学振興財団奨励研究）

① はじめに

最近はICTによる物理教育の推進が進んでいるが、

現実的な実践には時問とお金の問題が大きく、より手

軽なICTの導入の検討が必要である。 今回は比較的

安価となった高速デジタルカメラの郡入と教材として

の利用法を検討した。

② 取り組みと内容

C社のハイスビ ー ドカメラは3万円内の値段にもか

かわらず、lOOOfps (1秒間に1000フレ ー ム）の高精

度のハイスピ ー ド動画が撮影可能である。 このハイス

ビ ー ド動画ではlOOOHz程度のまでの現象の詳細が撮

影できる。 例えば達磨落とし等の力学の運動や水面波

や音波など波動の運動に関しては効果的な画像を撮影

することができる。 またアセチレンの燃焼等の爆発も

一瞬の現象を詳細に追うことができる。 さらに生徒実

験での活用も検討している。 落下運動を目盛と共に撮

影する定伍的な測定実験などが考えられる。

③ 成果と課題
現在は様々な物理現象のハイスピ ー ド動画を撮り貯

めている段階である。 アイディア次第で生徒の典味関

心を高め理解の助けとなる動画が撮れるだろう。 生徒

実験への適応は測定方法の工夫や誤差の検討など課題

がある。 今後は実践を重ね効果的な利用方法を検討し

ていきたい。

II ． まとめ（助言者より）

小学校の提案について 一 実感を伴った問題解決の原

動力となる
“

子供の問題意識
”

を大切にしており、学

習の発展にも生かされていた。 また
“

多様な言語活動

の場
’

' を設定し生徒に考える場を与えていた。特にノ ー

トや板書、新聞などで言葉だけでなく図や絵のイメ ー

ジも大切に扱っていた。 このような試行活動を促し、

言語活動を活発化することで実感を伴った理解となる

と思う。

中学校の提案について 一 課題に重点を箇き、「どう

してそうなるのか」 から始まる探究活動を設定するこ

とで学び合いの場を作っていた。 生徒の稲極的な学び

を刺激する発展的な課題の設定も、既習事項を生かし

て課題を解決するという学習意欲を高める有効な手段

であり効果的であった。

高等学校の提案について 一 従米も動画を撮影するこ

とはあったが、実感しやすい身の回りで起こっている

ことをハイスビ ー ドカメラで切り取ることで実感を湧

かないものを湧きやすく扱える。 目の前のものが手軽

に見れる、ということが実感を伴い理解の助けになる

と思う。 誰でも（教師や生徒）手軽に効果的に教科の

目的を達成できるように一般化された有効活用の検討

ができればよい。 （記録：北陵高 関戸 暢）



1第2分科会：粒子I

体験をもとに、言語活動を大切にした粒子学習

I.提案発表の概要

(1) 小学校より 金沢市・南lj＼立野小学校教論 中田 哲幸

友とかかわりあいながら、見えないものや、見

えないきまりに気づいていく理科の学習

6年「ものが燃えるとき」の学習を通して

① はじめに

実験・観察でわかったことをモデルや図で表し、さ

らに友達に自分の言葉で伝えあうことを通して、見え

ないものをイメ ー ジし、理解につなげる授業を行った。

② 実 践

燃焼の前後の気体の割合の変化をわかりやすくする

ために、ボ ー ルを使ったモデルや、面租図、気体発生

装置を利用した。また、燃焼の仕組みを実験後に、子

ども達同士がイメ ー ジ図をもとに互いの考えの交流を

行う活動を取り入れ、深められるようにした。

③ 成 果

子ども達は、実験・観察でわかったことをモデルや

図で示し、自分の言葉で伝えあう活動を通して、粒子

と粒子が結合することに気づき見えない変化を理解で

きた。

④ 課 題

友逹と関わり合い、互いのイメ ー ジ・思考したこと

を説明しあうだけでなく、みんなで劇化してより深い

理解につなげていきたい。

(2) 中学校より 珠洲市・宝立中学校教諭 時兼 秀充

見えないものをイメ ー ジし、見ようとする力を

育てる工夫

① はじめに

見えないものをイメ ー ジするために分子模型やパソ

コンを使ったシミュレー ションを行ったり、グル ー プ

で学びあう場面を取り入れたりして、見えないものを

考えられるような授業を実践した。

② 実 践

マクロ的な事実を感覚的にとらえる実験を示しなが

ら、その中のミクロ的な事実を模型やデジタル機器を

使ってシミュレー ションを行った。また、ワ ークシ ー

トやホワイトボ ー ドを使用した言語活動を取り入れる

ことで、見えない原子のふるまいをイメ ー ジ化できる

ようにした。

③ 成 果

目に見えないものをモデル化し、実験結果を友達に

わかりやすく説明することによって、「粒子」 の概念

を育成することにつながった。
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④ 課 題

実験や使用した資料の中に発展的な内容が含まれて

いたため、生徒にとってわかりにくいものになった。

分子模型や映像等を使った説明はイメ ー ジ化には有効

であるが、生徒がわかったつもりになりやすい。今後

はより実感できるようにワ ークシ ー トなどを工夫して

いきたい。

(3)高等学校より 七尾高等学校教諭 平野 敏

英語活用能力とレポート作成能力

-S S Hのとりくみから

① はじめに

本校の理数科は、ス ー パーサイエンスハイスク ー ル

(SSH)の指定を受けており、生徒は国際性を身に

つけ、学んだことを人に伝える力が求められている。

② 実 践

学校設定科目として英語活用能力の育成を主眼にお

いた「スピ ー クサイエンス」、レポ ー ト作成やプレゼ

ンテ ーション能力の育成を主眼においた 「フロンティ

アサイエンス」を実施した。

③ 成 果

生徒が自主的に活躍し、栢極的な学習活動を展開さ

せることにより、コミュ ニ ケ ー ション能力、論理的思

考力や創造性・独創性が着実に身についてきた。

④ 課 題

保護者等に言語活動を大切にした学習が、受験での

学力の向上にも大いに役立つことを理解していただけ

るように努めていきたい。

JI.まとめ（助言者より）

小学校では、実感を伴った理解をさせること、中学

校では、さらに理解を深めさせることが大切である。

本日の発表は、実験後にイメ ー ジ等を可視化し、そ

れをもとに友達と互いの考えの交流を行うというもの

だった。このように、言語活動を取り入れることで、

曖昧だった理解を明確にさせていくことも可能になる

と思われる。

また、「言語活動の充実」は国語・英語に特化した

ものではない。理科では、観察実験を伴うが目的・め

あてをもって観察を進め、考察に際してはグラフ等を

もとに考えたり、表を生かして発表させたりするとよ

い。根拠や理論に基づいて筋道をたてて自分の考えを

述べさせるためには、ワ ー クシ ー トのエ夫や先生の発

問の仕方が重要となる。今回の津幡南中学校のワ ー ク

シ ー トや中条小学校の先生の発問はとても参考になっ

た。

（記録：寺井高 中田 博之）



イ

1第3分科会：生命I

体験をもとに、言語活動を大切にした生命学習

I.提案発表の概要

(1) 小学校より 中能登町・滝尾小学校教諭 古川 雅詩

具体、イメ ー ジ、言語の相互関係による理解を

目指した理科学習
① はじめに

「自然の事物・現象についての実感を伴った理解」

が理科学習における重要なキ ー ワ ー ドととらえ、第5

学 年「ヒトのたんじょう」の学習において実践を行っ

た。

② 取り組みと内容

く体験活動を取り入れた授業＞

自分が生まれた時の様子を保護者に聞いてくる。実

際の卵子の大きさを知る。精子の数の多さを実感する。

妊婦ジャケットで妊婦体験をする。妊婦さんをゲスト

ティ ー チャ ー に迎えた授業を行う。

く絵と文でまとめる調べ学習＞

調べた梢報を絵と文でノ ー トにまとめていく。発表

し合い、自分のノ ー トに新しい情報を追加する。自分

が学んだことを画用紙にまとめる。

③ 成果と課題

「ヒトの誕生」に関する視点や理科的用語の使用頻

度など、学習後での児童の変容が見られた。妊婦さん

から、生まれてくる子どもに対する親の思いを直接聞

くことができた。卵子の大きさや精子の数を扱うこと

で、より実感を伴った理解につながった。

理科の授業における書く活動やデジタル機器の活用

など、さらなる実践に努めたい。

(2) 中学校より 加賀市・山代中学校教諭 松本 香薫

遺伝の規則性を見いだす
ー カードを使っての交配実験一

① はじめに

平成21年度から「生命の連続性」に「辿伝の規則性

と辿伝子」の内容が追加された。講義形式に陥りやす

く実感が伴いにくい分野でもある。そこで、カ ー ドを

使った模擬実験を行い、分離の法則に基づく辿伝子の
組み合わせとその比について確かめた。

② 取り組みと内容
く1つの形質＞

2枚のカ ー ドが入った2つの袋からカ ー ドを1枚ず

つ取り出し組み合わせる。1班で50回試行(10班で合

計500回試行）。黒板で集計し、遺伝子の組み合わせの

比を考えさせる。

く2つの形質＞

発展内容として、2つの形質を扱う。まず、ワ ー ク

シー トを使って考えた。

-8-

4枚のカ ー ドを袋に入れ、同様の操作を行う。ワ ー

クシー トの予想とほぼ一致することを確かめる。

③ 成果と課題
指森者の予想より良いデ ー タが得られた。生徒も、

普段より意欲的に取り組み、よく考えていたようだ。
2つの形質の交配模擬実験では、ワ ー クシ ー トで考

えた時よりも、実際に実験をして結果を記入する表を

見た時、改めて辿伝子の組み合わせの多さを実感して

いたようである。

(3) 高等学校より 金沢泉丘高等学校教諭 山崎由紀子

自分で実験方法を導き出す

～思考カ・判断カ・表現力の育成に向けて～
① はじめに

理数科1年生の生徒達に、いかに思考力や表現力等

を育ませるかを課題とし、授業実践に取り組んだ。

•発生現象の解明につながる有名な実験を取り挙げ、

仮説⇒実験方法⇒考察の流れの中の一部を自分逹で

考えさせる。

・グル ープ活動を通した柔軟な思考力の育成

② 取り組みと内容

序論 実験とはどのような手順で行うか？

本論 分化はどのようにして起こるのか？を明確に

していこう。

復習 最後に学習の成果を確認してみよう。
活動内容のプレゼンテ ー ション。

③ 成果と課題
実験の目的や仮説を明確にすることで、方法や結果

をしっかりと掴ませることができた。今後、生徒に合

わせてどのように扱うかが課題である。

自分達の発表を通して、声の大きさや話す速さなど、

効果的な表現方法を見つけ出していた。全員に発表の
機会が与えられなかったのが残念である。

II.まとめ（助言者より）

小学校の提案について…今回の学習指甜要領改定に

より、選択扱いから必修扱いに変わった単元である。

非常に丁寧に扱い、具体的なものから抽象的なものヘ

どのようにイメ ージを結びつけるかにとことん拘った、

参考になる授業実践である。

中学校の提案について•••これも新たに追加された内

容であるが、時間をしっかりと確保し、カ ー ドを使っ

た実践を計画的に行っている。生徒の実態に応じ、教

科書の内容から発展的な内容にうまく結び付けている。
高等学校の提案について… 問題意識に注目すると、

その時の思考の流れが見えてくる。科学者の思考の流

れを追体験することは、科学の方法の在り方として、

一つの方向性が示されている。

（記録：高松小 清水 正春）



1 第4分科会：地球 I

体験をもとに、 言語活動を大切にした地球学習

I. 提案発表の概要

(1)小学校より 小松市・符津小学校教諭 石橋 直行

体験をもとに、 言語活動を大切にした地球学習

① はじめに

「地球領域」は、校外へ出かけることの困難さや時

刻や天候等の条件に左右されるなど体験させることが

難しい。 そこで電子黒板を取り入れ、臨場感を高める

ことを試みた。

その他白衣を着用したり科学者の肖像画に業績を付

け加えたり、科学関係のニュ ー スの掲示を頻繁に貼り

替えたりなどして、理科室の雰囲気作りにも注意した。

② 実 践

6年生の「地層」の単元では、まず「化石の観察」

において各自に疑問を挙げさせ、それについてクラス

全体で予想や仮説を討論し、言語活動を行った。 次に

「地層堆栢実験」を行い、 モデルにて実体験をさせた

上で、電子黒板にて、撮影してきた地隠の写真を見せ

たりサンプルを使用したりして説明をし、考察を深め

た。

③ 成 果

モデルではあったが、実体験（「地層堆積実験」）の

方が教師の意圏を超えた発見（見方）をしてくれ、驚

かされた。 電子黒板（デジタルコンテンツ）によるバ ー

チャル（疑似体験）は、現実の体験を補えるが、超え

ることはできないということを再認識した。

④ 課 題

児童が楽しさを実感できるような授業をするために、

1時間でも多く体験の伴う授業を行っていきたい。

(2) 中学校より かほ〈市・宇ノ気中学校教詮 杉田 智史

体験や言語活動をもとにした活用力の向上

① はじめに

地学の分野は、（高等学校に進学すると選択制にな

るために）多くの生徒にとっては中学校でしか学ばな

いという現実がある。 そこで「天気予報ができるよう

になる」ことを目標として授業を試みた。

② 実 践

ことわざや雲に関する授業をしたのち、天気図と雲

画像を配布し、屋外にて観察・記録を行い実際に天気

予報をおこなった。 その際、根拠を必ず書くよう指甜

した。 1回目では根拠を密ける生徒が少なかったので、

できている生徒のものを全員に紹介した。 2回目では、

ポイントがつかめ根拠を密ける生徒が大幅に増えた。

観察においても、より多くの情報を得ようと細かいと
ころまで観察するようになった。

③ 結 果

自分の意見に自信をもてず（学んだことを活用でき

ず）発表できなかった生徒も、全員で意見交換をした

り教師が声かけを行ったり言語活動を大切にした結果、

自分の考えに自信を持てるようになり発表できるよう

になった。 作成させたレポ ー トを全校向けに掲示した

ところ、さらに自信を深め、 日常的に天気予報をする

生徒が現れた。
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④ 課 題

発問の仕方などを工夫し、さらに発言しやすい場を

つくり、より活発な討論が行われるようにしていきたい。

(3)高等学校より 小松明峰高等学校教諭 安田 誠二

地学の実験・実習における言語活動の役割

① はじめに

本校では、地学は文系生徒のみの選択となっており、

比較的理科に関心のうすい生徒が多い。 そこで体験に基

づいた授業を1回でも多く取り入れるよう努めている。

② 実 践

「火成岩の薄片の観察実験」であるが、光学顕微鏡

に偏光板を差し込む方法で観察した。 単にスケッチす

るだけでなく、特徴を詳しく書くよう指導している。

それをもとに班員同士で学び合わせた。

昨年度よりマイクロバスで20分のところにある凝灰

質の泥岩屈が分布している露頭で、「野外観察実習」

を行っている。

3年生選択授業の「課題研究」 では、 1人5分程度

の発表会を開催した。

③ 成 果

「野外観察実習」に関しては、滅多にない外の実習

であるからか説明を聞くときの集中力が非常に高いと

感じた。 「課題研究」は、自ら課題を見つけ、それを

分析しまとめ、他の人に発表するという活動があり、

改めてその授業効果の高さを認識できた。

④ 課 題

今後は、教師から一方的に教授するのではなく、生

徒自ら主体的に活動させるため、発表の機会を増やす

などして言語活動の更なる充実に努めていきたい。

II ． まとめ（助言者より）

（山本英喜指迎主事）

小学校の提案について 一地雇のある場所へ実際に連

れて行くのは難しいので、デジタルコンテンツを使用

することになるが、実物の写真や地層の情報の掘り下

げなど、更なるレベルアップをお願いしたい。

中学校の提案について ー 以前研究授業も見学させて

いただいたが、生徒たちが関心を持って空を眺めたり、

デー タを組み合わせたり、「天気予報をしたい」と思

わせてくれる授業内容が非常によかった。

小学校ではできているはずの『話し方・聞き方』が、

中学校ではできていないので、中学校の先生方にはそ

の部分の指郡をぜひお願いしたい。

（松本政彦指迎主事）

高等学校の提案について 一 高等学校で地学を開講し

ているのは7校しかなく、受講生も文系やセンタ ー 試
験を意識しての生徒が多く意欲的な生徒が少ない。 そ

の中で精力的に体験学習に取り組んでくれているのは

素晴らしい。「課題研究」では高校生なのでもう少し

課題設定を高めていってほしい。

小学校の教諭で理科を受け持っていない教諭は、半

数を超えている。 文系出身の先生は特に体験学習の経

験が少ない（実験をしていない）可能性が高い。 今後

も体験学習を多く取り入れ、関心をもたせていってほ

しい。 （記録：津幡中 大野 徹朗）



大 会 風

◇石川県立津幡高等学校

1年 運動とカ 2年 酸化還元 2年 刺激の受容と行動

◇津幡町立津幡南中学校

1年 いろいろな気体とその性質 2年 物質が分かれる変化 3年 水溶液とイオン

◇津幡町立中条小学校

1年 あきになったねきもちがいいね 2年 あそび大すきあつまれ 3年 電気であかりをつけよう

4年 空気や水をとじこめると 5年 もののとけかた 6年 発電と電気の利用
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綴羹嶺睾攣鬱躙響県内の各研究会活動鑽露麟躙鬱躙麟躙

I 加賀市学校教育会小学校理科研究部会 I
【会員数】 31名
［部 長】 山本 芳夫 教頭（作見小）
【研究主題】
「子どもの意欲•関心を高める実験観察の方法のエ夫」

【活動内容】
• 5月10日 組織会

新年度の組織、研究テ ーマ、研修計画を決定した。
• 8月2日 いしかわ動物園施設見学

職員の方より園内の概略説明を受けた後「トキ」
の飼育方法等の説明を受ける。 その後園内の環境に
配慮した処理施設やビオト ー プの見学を行った。 環
境に配應した動物園経営がわかった。

• 8月19日 講演会
円居繁治氏（元JAXA 研究員）を招いて「JAXA」

の活動概略と円居氏 が研究していた「高温伝迎加速
計」の研究やこれからの宇宙開発について講演をい
ただしヽた。

•11月16日 授業研究会
5年「おもりのはたらき」の研究授業を行い、研

究協議した。 振り子の迎入段階で、 どんなきまりが
あるかをグル ー プ毎に自由に実験して見つける場面
であった。 子どもの考えを大切にした授業であった。

その後、新教育課程の実施に向けての年間計画、
必要な器具・材料の確認を行った。

（作見小 山本 芳夫）

I 加賀市学校教育会中学校理科研究部会 I
【会員数】 14名
【部 長】 和田 良昭 教諭（錦城中）
【研究主題】 「理科指迎法の研究」
【活動内容】

• 5月10日 組織会
組織、研究主題、研修計画を決定した。

• 8月2日 第 1 回研修会（錦城中学校）
今年度の理科教育大会第3分科会（生物領域）で

本部会から提案（提案者：松本香照 教諭）するに
あたり、 その提案原稿・資料について検討した。

その後、今年市内小中学校に設置された電子黒板
の活用について実物に触れながら検討した。

• 8月1 9日 第2回研修会（犀川中流域）
犀川陪～大桑層の地質巡検を行った。 今回の巡検

のポイントは、以下の4つである。
①ゾウやシカなどの足跡の痕跡化石の見学

②犀川層と大桑屈との境界（不整合）の観察
③犀川隠中の凝灰岩屈の走向傾斜の測定
④大桑屈から、貝化石の採集
はじめて、クリノメ ー ターで走向傾斜を測定した

人や大星の貝化石を目の当たりにして感動している
人もおり、皆楽しく取り組むことができた。

•11月16日 第3回研修会（片山津中学校）
今回の授業研究会は、公下 隆教諭にお願いした。

小単元名は「金属の性質を調べよう」で、 17種類の
金属箔を使って実験が行われ、周期表に金属箔を貼
り付けさせていた。 最後には、 水銀とナトリウムの
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実物を見せ、 水にぬらしたろ紙の上に、カッタ ー で
小さく切ったナトリウムをのせ、 発火する様子を演
示した。珍しい金属を実際に見て、 参観した教師も
感動していた。 （錦城中 和田 良昭）

I 小松市教育会理科研究会 I
【会員数】 6 3名
【会 長】 春木 俊一 校長（第一小）
【研究主題】 「理科好きな子を育てる効果的な指導」
【活動内容】

• 5月10日 発足会（於 芦城中）
昨年とほぼ同規模の6 3名で発足し、組織作りを行っ

たあと、事業計画を話し合った。 例年、施設見学と
講習、授業研究、教材研究会といった内容で進めて
いる。 数少ない研修の機会を有意義にするため、理
科教育や科学技術における今日的課題やトピックス
を求めて計画している。 研修時間も限られているこ
とから、なるべく近距離にある地域の先進的な研究
施設、また逆に伝統的なものも視野に入れてニ ー ズ
に応えていかねばならない。

• 6月23日 施設見学（於 北陸先端大学院大学）
大学の概要説明を受けた後、マテリアルサイエン

ス研究科の講話、大型コンビュ ー ターセンタ ー 、附
属図書館、ナノマテリアルテクノロジ ー センタ ー 等
を見学した。

莫大な予算、まさに先端をいく研究や技術の数々
に照きの声が起こった。 なお、講義は全て英語とい
うことにいささか溜息も淵れていた。

• 7月28日 施設見学（於 いしかわ動物園）
はじめにガイダンスを受けた後、 バックヤ ー ドお

よびトキの展示・映像コ ー ナ ー を見学した。 今年は
トキの話題が注目を集めたこともあり、タイムリ ー

な企画であった。
いしかわ動物園は外部からの研修者を迎える体制

が整っており、 そのための専任戦員もいるということ
である。

• 10月6日 教材研究（於 芦城小）
平成23年度から実施の内容について、 その概要お

よび留意点を理解すべく、教科密作成に携わった方
を招いて講習会を行った。

特に今回は市の選定会社がかわったので、教科書
作成の要点には多くの質問が寄せられ、有意義な会
となった。

• 1 月19日 授業研究（於 中海中）
西田崇教諭の研究授業を参観し、事後検討会を行

う予定である。 （第一小 春木 俊一）

I 能美学校教育研究会理科研究会 I
【会員数】 31名（小学校19名、中学校12名）
【会 長】 石当 敏章 校長（宮竹小）
【研究趣旨】 「授業力向上のための手立てを探る」
【活動内容】

• 5月6日 組織会（於 寺井小）
平成21年度活動報告と会計報告、平成22年度年間

計画の決定を行った。
• 6月2 3日 授業研究会（於 辰□中央小）
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単元名 4年 電気のはたらき

授業者 前川 友佑 教諭（辰口中央小）
簡易検流計を用い、 それまでに作ってきた回路に

流れる電流の強さを測定する授業であった。 霜池l
本、 軍池 2 本で、直列・並列、 それぞれの回路に豆
屯球を入れた場合、 モ ー タ ー を入れた場合の電流を
測定した。 子ども達一人ひとりが回路や検流計を上
手に扱って実験をしていたのが印象的であった。

• 8月3日 研修会

場所 石川県立自然史資料館
内容 石川県立自然史資料館の見学

係の方に、 企画展（脊椎動物を中心とした動物の
骨格標本展）や、 石川県の自然を紹介する「自然た

んけん広場」、 旧制四高の物理機器コレクショ ンの
展示や実験おもちゃによる学習コ ー ナ ー がある「物
理たいけん教室」を説明していただき、 見学した。

·11月10日 授業研究会（於 根上中）
単元名 3年 水溶液とイオン
授業者 中村 公ー 教諭（根上中）

「化学変化を利用して電気エネルギ ー を取り出し
てみよう」という小単元で、 レモンやダイコン、 備

長炭、 キッチンペ ー パ ー 、 亜鉛板や銅板など、 様々
なものを使って自分たちで屯池を作り、 モー タ ー を回
したり、 オルゴールを鳴らしたりする授業であった。
生徒が生き生きと活動していた姿が印象的であった。

• 2 月3日 実験指淫法研修会（於 浜小）

内容 液体窒素の実験•本年度の総括
液体窒素を使った様々な実験の紹介、 さらに効果

的な実験の開発・研究、 また本年度の総括を行う予
定である。 （浜小 貝田 明）

1 白山市学校教育研究会理科部会 l
【会員数】 50 名（小学校25名、 中学校25名）
【部 長】 中薮 信治 校長（美川中）
【研究主題】

「小・中・高をつなぐ理科教育のあり方 ～体験を
もとに、 言語活動を大切にした理科学習～」

【活動内容】
部会員の理科教育についての臼質向上をめざし、 研

究授業を中心に捉え、 購演会・見学会を含めた研修を
小中学校別に実施している。
• 5月6日 組織会

今年度の研究主題、 組織、 研修内容と計画の決定。

• 5月26日＜小学校部会＞
講演会と実技演習（翠星高等学校）

宮下正司教諭から「バイオテクノロジ ー 研究の取
り組み」と題して研究の歩みを聞き、 同校実験室に
てササユリのバイオ実験を体験させていただいた。

• 5月26日く中学校部会＞

施設見学と謡習会（北陸先端科学技術大学院大学）
先端的な施設を見学し、 産学共同開発の事例とし

て、 玉子顕微鏡による九谷の朱色つくりへの貢献な
どの説明を聞いた。

• 8月19日

く小学校部会＞授業研究に向けての事前研究
く中学校部会＞新教育課程についての講習会

• 10月7日＜小学校部会＞授業研究会（河内小中学校）
単元名 6年「水溶液の性質」
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授業者 宮川 宏文 教諭（河内小）
1次での既習事項を使って、 水溶液のなかま分け

を行う。 リトマス紙を使って簡単で正確になかま分
けをできることに気づいた。

• 10月21日く中学校部会＞授業研究会（北辰中学校）
単元名 2 年「物質が分かれる変化」

授業者 中西 久美 教諭（北辰中）
炭酸アンモニウムを使い、 分解に輿味•関心を持

たせ、 生成物を考えさせる授業であった。 考えるた
めの材料が周到に用意され、話し合い、 発表、 まと
めの場面で充実した言語活動が見られた。

·11月1 7日

石川県理科教育研究大会河北・津幡大会に参加
（光野中 本保 義浩）

1 野々市町小中学校教育研究会理科部 I
【会員数】 13 名（小学校8 名、 中学校 5 名）
【部 長】 新保 修 校長（菅原小）
【研究主題】

「自然に関心を持ち、 思考カ・表現力を育てる理科
教育」

【活動計画】
小学校( 1学期）、 中学校(2学期）の研究授業実

践を中心に、 小中学校の教科指郡の連携を深める。
【活動内容】

• 4月28日く組織会＞

今年度の研究テ ー マ、 組織、 年間計画の決定

• 5月19日く事前研修会＞
小学校6年「てんびんとてこ」の単元構成の検討

および小中の連携について
• 6月23日< 1 学期研究授業 富陽小学校6年＞

題 目 「てこが水平につり合うときのきまり

をみつけよう」

授業者 阿畠 政樹 教諭
児滋は、 課題を意識しながら、 実験、 考察に取り

組み、 自分たちのみつけたきまりをホワイトボ ー ド
に書いて発表をするなど、 メリハリのきいた授業展

開であった。 検討会では、 授業者の「自由試行を大
切にした実践」 について討論がなされた。

• 8月24日＜夏期全体研修会＞
講演会 「新教育課程実施にあたっての重点と課題」

講 師 文科省教育課程調査官 笠井 健一氏
• 10月6日く事前研修会＞

中学校1年「身のまわりの物質」の単元構成の検討

•11月17日く2学期研究授業 野々市中学校 1 年＞
題 目 「物質を燃やしたらどうなるかで区別

しよう」

授業者 近藤 博子 教諭
事前検討会では、 生徒に予想をたてさせ実験する

案、 扱う物質の種類を増やす案、「食塩•砂糖・かた
くり粉」以外の物質で実験する案など、 展開例をい

ろいろ検討し、 教材を多面的に論議し授業に望んだ。
その結果、 授業後の整理会でも小中の立場から見た
多様な意見が交流できた。 また、 発表のようすや聴く
態度を小中一貫して育てていくことが再確認できた。

• 1 月12日＜研究のまとめ＞
本年度の研究のまとめと来年度の課題

（野々市中 山本 善明）
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I 金沢市小学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 103名
【部 長】 野口 弘 校長（十一屋小）
10月21日、 2 2日に、 明成小学校、 中央小学校、杜の

里小学校を会場に、第43回全国小学校理科研究大会石
川大会を開催した。 大会主題『知識基盤社会の時代を

切り拓く人間を育てる理科教育』を受け、 研究主題を
『知を創造•更新していくための科学的思考カ・表現
カの育成』～「見えるもの」を「見えないきまりや法
則」に創り上げる理科学習～ と設定して、106名の部
員が一丸となって大会成功に向けて取り組んだ。

本会では、 昨年度、 研究主題・副題を「知識碁盤社
会の時代を切り拓く人間を育てる理科教育～自然に働
きかけ、 探究し、 習得し、 活用する子をめざして～ 」
に改めた。 昨年度の確認から、 一点目として、 子 ども
の思いに沿った指郡計画と身近な事象から科学的な考
え方へ郡く単元計画の工夫に配慮が必要であること、
子ともにわかりやすく、 解決したいと思える学習課題
の重要性が再確認された。 二点目として、 子どもの生
活経験に格差がある実態を考慇した経験土台をそろえ

る工夫の重要性や、 新単元・新内容で、 安全に、 はっ
きりとした結果を出すための実験方法や留意点が明ら
かになった。 加えて、「エネルギ ー 」「粒子」といった
科学の基本的な見方や概念をどのように育成し、本質
に迫る認識を形成するか模索する必要もあることも確
認された。

それらの成果や課題を受けて本年度は、 サブテ ー マ
に掲げためざす子どもの姿にさらに迫るために、「実

感を伴った理解」（観察、 実験を通して理解を図るこ
とや、 見通しをもって観察、 実験を行うことにより、
子ども一人ひとりが結果に貢任をもち、 確かな理解を
図り、 さまざまな活用を通して、 自然を見直したり生
活とのかかわりを感じたりして理解を深めること）を
図り、獲褐した知識や技能を活用して科学的な思考カ・
表現力を育成するための授業改善の取り組みを進める
必要があると考えた。

そこで、「問題解決の過程を大切にした理科教育」
を行うことを韮本に、 下記の①～③を重点として授業
研究を中心に、 研究・実践してきた。
① 既習経験を次への学びにつなげる単元展開のエ夫
② 子どもが見通しを持てる事象提示のエ夫
③ 実感を伴った理解につながる操作・体験活動の工夫

また、新たな評価の観点についての情報を得ながら、
授業分析に生かしていくことにした。 運営委員を中心

に中教研との連携も継続してきた。 6月の研究授業と

整理会には相互に参加し合い、協議を深めた。 これら
の活動と成果を全市に発信することを目的に広報委員
会を設け「知の創造」 の発行を続けている。

【活動内容】
• 5月6日 全体会

講話：理科教育の充実
一新学習指迎要領先行実施の留意点ー

講師：河村 真吾 指甜主事（金沢市教委）
• 7月1日 研究授業

3年「こん虫をしらべよう」坂本景子（浅野町小）
6 年「植物のからだの働き」徳成保之（西南部小）

• 8月5日 教材研究会 軍流のはたらき
• 9月9日 研究授業
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4年「物のかさと力」 守護聖染（押野小）
5年「流れる水のはたらき」濱田貴宏（野町小）

• 12月2日 研究授業
3年「物の重さをくらべよう」岩崎 誠（附属小）
5年「物のとけ方」 順教寺文代（材木町小）

• 1月13日 全体会
分科会研究成果報告
第43回全国理科教育研究大会石川大会報告

※6月、 8月、11月は教材解説と事前研究会を実施
（杜の里小 中川 岳）

1 金沢市中学校教育研究会理科部会 I
【会員数】 83名
【部 長】 米田 茂 校長（鳴和中）
【研究主題】
「自然を科学的に探究する能力や態度を育む理科学
習～ 授業力向上をめざして～」

【活動内容】
研究授業や研修会を通して、 教師の授業力の向上を

図るとともに新学習指迎要領完全実施に向けた準備を

行っていく。 また、 金沢市小学校教育研究会理科部会
との連携を通して小中間のスム ー ズなつながりについ
ても検討していく。

以下、 今 年度の活動を簡単に紹介する。
• 5月23日

総 会（組織会と年間活動計画の提案）
講演会

演題「理科教育の充実に向けて」

講師 平澤晃一 主席指甜主事（金沢市教委）
• 6月25日 研究授業・授業整理会

単元名 2 年「軍流」
授業者 松居 奈々 教諭（長田中）
単元名 2年「動物の世界」
授業者 岸 要 教諭（浅野川中）

「電流の正体は何か」「イカの解剖」といずれも移
行措置で扱う内容の授業であった。 また、小教研の
先生方にも参加していただき、小中連携の視点から
も研修を深めることができた。

• 7月1日 小教研研究授業・授業整理会に参加
• 8月23日 夏季研修会

北陸電力（掛福岡第一発霜所の施設見学を行った。
また、 池端広幸教諭（高尾台中）の案内で、 尾添/II

河原での岩石・化石採集、 蔽堤防・めがね岩・弘法
の池・綿が滝・百万貫岩等の観察を行った。

• 11月9日 研修会「おもしろ実験実習」
ヤガミ（樹の協力で、「手動オシロスコ ー プの製作」

「スターリングエンジンの製作」を行った。 また、

新学習指迎要領実施に向けた新しい実験器具を体験
した。

•11月17日 県理科大会 河北・津幡大会に参加
. 1 月14日

総 会（今年度の反省と次年度の計画）
実践報告

「単元末評価問題による形成的評価の研究～全中理京
都大会参加報告～」 宮崎 晋ー 教諭（金石中）

講演会

演題 「これからの理科授業のあり方」

講師 平澤 晃一 主席指迎主事（金沢市教委）
（紫錦台中 濱坂 昌明）
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I 石川県立金沢錦丘中学校理科部会 l
【会員数】 2 名
【部会長】 嶋 耕二 教諭
【活動内容】
金沢錦丘中学校理科部会は、2名の教員で組織し、

平成22年度は、中学校教員1名が高校1年理科総合を
lクラス、高校教員1 名が中学3年理科1クラスを相

互に受け持っている。また、月曜日4限目は、中高理
科部会の時間を設定し、毎週ではないが、教育課程等
の研究や指甜法の梢報交換等を行っている。

平成21年度は、高校生が必要としている中学校の授
業内容をアンケ ー ト調査により洗い出し、中高の授業
を充実させるようにしている。これは、平成21年度金
沢錦丘中・高等学校の研究紀要にのせてあるので、ご
ー読いただければ幸いである。

また、中学校、高等学校の研究授業を行う場合、時
間が許す限り、授業を参観し、授業整理会も参加して
お互い授業力を高める研修を行っている。

さて、中学校理科部会の平成22年度の研究テー マは、
『「予想」「計画」「考察・まとめ」の場における言語活
用力の育成のための指琳法の工夫』で、教科研究テ ー

マに基づき、「甜くことが言語活用力育成の場」とし
て毎時間の授業で指導を行ってきた。

授業の課題から始まり、「予想」 →「実験の計画」
→「実験の結果」→「考察」→「まとめ」と、ノ ー ト
に思考の流れが記録されていくことになる。今年度は、
特に、「予想」や「考察」で言語活用力を育成するこ
とに重点を四いた。

話し合うときは、個人の考え、班の考えを持たせ、
ホワイトボー ドや口頭発表を用いながら、学級内の意
見を交流させた。理科としては、科学言語を使用して
の発表、品やグラフ等を用いた表現を重視した言語活
用力の育成を行った。

また、各学年においては、
1年・ 9 位を使って表現しようとする。

関係をグラフや品で示そうとする。
2 年・・・1年の目標が概ねできるようになる。

3年••高校を意識して、文字式で表現することで、
一般化へ移行できるようになる。

ことを言語活用力の目標として実践を行った。
最後になりましたが、公開教科指郡研究会に、研究

協力員として協力をいただき、また、参加され、四重
な助言を頂きました皆様に感謝とお礼申し上げます。

（金沢錦丘中 嶋 耕二）

1 河北郡市教育課程研究会小学校理科部会 I
【会員数】 26名
【会 長】 上野 邦昭 校長（萩野台小）
【研究主題】

「個のよさを発揮し、問題解決を図る理科学習」
【活動内容】

・年間 2 回の研究授業を柱として研究に取り組んでい
る。研究の取り組みへの基本的な態度は以下の3点
である。
1.教材研究を通して、確かな学力の育成を図る指

郡法の改善や教材の開発に取り組む。
2.授業研究を通して、一人一人のよさを生かす指

祁法や評価、支援のあり方などの改善を目指す。
3.学習会や講習会等を通して、児童の理解を深め
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る実験観察のあり方（素材や器具の吟味、機器
の活用等）を学ぶとともに、実験技術や器具操
作の習得を図る。

• 4月14日 組織会（於 宇ノ気小）
• 6月9日 研究授業（於 大根布小）

単元名 4年「電気のはたらき」
授業者 川井 勝弘 教諭

光軍池に当たる光の強さを変えることによるモ ー

タ ー のまわり方の辿いをとらえる授業で、ハ テナボッ
クスを迎入に使 うこと で、「速く回すには？」の学
習意欲にもつながる授業であった。研究協議では、
実験における結果と原因をいかにつなげて話し合い
を進めるか、また、検流計を使った光の強さを数値化
することの大切さなどについての意見が交わされた。

• 10月13日 研究授業（於 鶴ヶ丘小）
単元名 6年 発電と屯気の利用
授業者 大浦 誠 教諭

手回し発電機をたくさん回すと回した分だけコン
デンサ ー には遁気が蓄えられるのかを調べる学習で、
どの児童も自分の考えを進んで伝え合おうとする意
欲的な学習態度が見られる授業であった。新しい単元
ということもあり、研究協議では、コンデンサ ー を使
用するメリットやその容品について、また、時間と電
気の凪との関係はどのようにとらえるとよいのか、と
いった教材研究に関わる内容を中心に話し合われた。

• 1月19日 年間のまとめ
（鶴ヶ丘小 岡田 秀）

I 河北郡市教育課程研究会中学校理科部会 I
【会員数】 22名
【会 長】 木田 崇 校長（津幡中）
【研究主題】
「目的意識を持たせ、科学的な見方や考え方を挫う
指迎法の研究」

【活動内容】
• 4月14日 総会（組織づくり、年間事業計画作成）
• 6月9日 授業研究会（於 宇ノ気中）

単元名 2年「天気の変化」
授業者 杉田 智史 教諭（宇ノ気中）

各季節における天気の特徴を考應に入れながら、
雲画像と天気図を一致させることができることをね
らいとする授業を展開した。この単元の既習事項を
すべて活用しなければならない難しい課題であった
が、7種類の雲画像と天気図を、それぞれ組み合わ
せるというクイズ形式（パズル形式）の活動であっ
たため、生徒は意欲的に取り組んでいた。授業整理
会では、表現力の向上を目指すための「因く」「発
表する」場の設定、効果的なワ ー クシ ー ト、板書の
仕方などについての意見交換が行われた。また、指
迎主事から課題の提示や表現力について助言してい
ただしヽた。

• 11月17日 県理科大会運営、授業公開等
単元名 1年「いろいろな気体とその性質」
授業者 川原 英夫教諭（津幡南中）
単元名 2 年「物質が分かれる変化」
授業者 室 百世 教諭（津幡南中）
単元名 3年「水溶液とイオン」
授業者 福島 栄ー 教諭（津幡南中）

• 1月1 9日 1年間のまとめ
（津幡中 丸谷奈津子）

ヽ



i羽咋郡教育研究会理科部会I

【会員数】 27名
【会 長］ 村上 正人 校長（相見小）
【研究主題】 「自然とふれ合う理科学習」
【活動内容】

• 5月13日 部会組織 事業計画の立案
• 6月16日 植物観察会

石川植物の会理事である小野ふみゑ先生を講師に
招き、志賀町大島海岸に生息している植物を観察し
た。海岸沿いではあるが、砂浜、岩浜、社叢の3 つ
の植物群が見られるまれな区域である。熱心に観察
会を行った。時期的に観察するには少し遅い植物も
あったが、ハ マボウフウやトベラなど海岸特有の植
物をいくつも見つけることができた。そして、調査
を終えた後、講師の先生による整理会もあり、有意
義な研修となった。

• 9月7日 羽咋郡児童•生徒科学作品審査会
羽咋郡内の 2 町内から選出された科学作品の審査

を行った。子どもらしい発想をもとに実験を工夫し
たり継続的に観察したりした作品が多く見られた。

•l l月24日 授業研究会
単 元 「電磁石のはたらき」（小5年）
授業者 小町 佳史 教諭（相見小）

コイルに流れる電流の向きと電磁石の極の変化と
を関係づけて考えさせる授業を行った。児童どうし
の学び合いを高めるために、一人一人が自分の思い
や考えをもつことが大切であると考え、実験に参加
できる学習珠境を整えた。

屯磁石に棒磁石を近づける方法、方位磁針を近づ
ける方法、軍磁石を水に浮かぺる方法など、いろい
ろな方法から課題解決に取り組ませた。

実験操作で考えられる児窟のつまずきに対応する
ための教師の配慮が大切であることが課題として出
された。小学校や中学校の問題点を情報交換をする
ことができ、小・中の辿携について協議することが
できた。

• 1月下旬 教具の制作と今年度の反省
（押水中 品川 敦）

1羽咋市教育研究会理科部会 I
【会員数】 13名（小学校9名、中学校4名）
【会 長】 北山 吉郎 校長（余喜小）
【研究主題】 「小中をつなぐ理科教育のあり方」
【活動内容】

• 4月14日 組織づくり、研究主題の設定
年間事業計画の作成

• 6月9日 授業研究会
単元名 「もののとけ方」（小5年）
授業者 前田 武士 教諭（西北台小学校）

ミョウパン水や食塩水から溶けた物を取り出すに
はどうしたらよいかを考えた。そして、自分たちの
考えた方法で確かめた。その後、温度と溶ける紐の
グラフを利用し、冷やすとミョウバンが出てくる理
由を話し合った。

整理会では課題について話し合った。中学校でも
課題を大切にしており、課題を自分のものとして捉
えさせることが重要であることが再確認された。ま
た、出てきたミョウバンの磁が非常に少なかったこ
とが話題となった。中学校から、刺激を与えること
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で出てくるというアドバイスがあり、参考になった。
• 9月6日 羽咋市児童•生徒科学作品審査会

小学校81点、中学校12点の作品の中から、優秀作
品4 2点を選出した。そして、選出した作品を、羽咋
郡市審査会へ出品した。

• 11月10日 授業研究協議会
単元名 「化学変化とイオン」（中3年）
授業者 榛口 博 教諭（羽咋中）

6月に行った小学校の授業との関連で、塩化銅水
溶液の電気分解について授業を行った。「陽極と陰
極に出てきたものは何だろう。」という問いから、
化学記号を根拠に、塩素や銅ではないかという予想
が出てきた。確定する方法を確認した後、グル ー プ
毎に実験を行った。

整理会では、化学記号の扱いが話題となった。適
切な用語を使いながらも、必要に応じて化学記号を
使うことの有効性について話し合った。また、塩化
銅水溶液のモデルについても話し合った。

小中で関連した授業を行うことで、小中をつなぐ
学習のあり方について深め合うことができた。

（粟ノ保小学校 河辺 誠二）

1 鹿島郡学校教育研究会理科部 I
【会員数】 17名（小学校11名、中学校6名）
【部 長】 澤田 茂樹 校長（越路小）
【研究主題】
「自然を見つめ、考える力を育む理科学習」
「理数大好き推進事業」 に即して

【活動内容】
上記推進事業に則り昨年度までの実践を活かし、学

校単位、町単位で子どもたちを理数好きにするために
活動した。
• 4月26日 総会及び一斉部会（於 焉屋小）

組織作り
• 5月14日 第1回理数大好き事業実行委員会

（於 ラビア鹿島）
組織作り、事業計画、県子ども大会、予算

• 5月23日 石川県子ども大会中能登大会
（於 ラビア鹿島）

実験教室 4ブ ース
• 6月17日 霜子黒板活用研修会（於 鳥屋小）

授業研究会
単元名 6年「ヒトや動物の体」
授業者 立壁 卓也 教諭
指甜助言・講演会 中川 一史 放送大学教授

• 8月24日 中能登町科学フェスティバル
（於 ラビア鹿島）

全9ブ ース、町内小学6年生、中学3年生参加
• 9月6日 郡科学作品審査会（於 カルチャ ー 飛翔）
• 9月7日～12日 科学作品展（於 カルチャ ー 飛翔）
• 9月27日 事前研究会
• 10月19日 授業研究会（於 烏屋小）

単元名 4年「空気や水を閉じ込めると」
授業者 坂井 真吉 教諭（鳥屋小）

• 12月7日 第2回理数大好き事業実行委員会
（於 ラビア鹿島）

まとめ、報告因作成について
• 1月14日 一斉部会（於 鳥屋小）

研究のまとめと反省
（鳥屋小 立壁卓也）

‘ 



1 七尾市理科教育研究会 I
【会員数】 30 名（小学校15名、中学校15名）
【会 長】 澤田 祐一 校長（朝日中）
【研究主題】

『小中をつなぐ理科教育のあり方』
『子どもが主体的に追求する支援のあり方を探る』

【活動内容】
七尾市の研修日（毎月 1回•第3水曜日）に授業研

究会を中心に活動している。 また、児窪•生徒に科学
への関心を高めるため、七尾市少年科学館と連携を図

りながら、『おもしろ科学展』・『科学研究発表会」な
どの取り組みを行っている。

• 4月22日 今年度の組織及び活動方針と計画
• 5月26日 指禅案検討会及び年間計画の検討
• 6月16日 授業研究会（於 山王小）

単元名 「土地のつくりと変化」
授業者 堀口 香織 教諭

• 9月7 日 科学作品展審査会（於 科学館）
• 9月8 日 第50 回七尾市科学作品展(~20 日）
• 10月13日 指導案検討会及びおもしろ科学展準備会

（於 朝日中）
·ll月3日 第17回おもしろ科学展（科学館他）
. ll月19日 県理科教育研究大会（津幡南中他）
·ll月26日 授業研究会（於 朝日中）

単元名 「水溶液とイオン」
授業者 渡邊 和俊 教諭（朝日中）

• 1月19日 科学研究発表会打ち合わせ会
• 1月26日 科学研究発表会準備会（中島小）
• 1月27日 第6回七尾市科学研究発表会（中島小）
• 2月17日 今年度の総括と次年度の活動に向けて

（朝日中 渡邊 和俊）

1 鳳珠郡理科教育研究会 I
【会員数】 23名（小学校14名、中学校9 名）
【会 長】 中田 睛夫 校長（真脇小）
【研究主題】
「自然に親しみ、科学的な見方・考え方を育てる理
科学習」

【活動内容】
• 5月12日 組織、年間活動計画の立案、予箕審議
• 6月9 日 「魅力的な天文現象を通しての天文教育」

講師 土 川 啓 氏
場所 星の科学館満天星

小学校と中学校の指祁要領の内容にかかわり、具
体的にみられる天文現象について、わかりやすく説
明していただいた。 また、授業で提示する星の映像
や教材教具の紹介をしていただいた。

• 8月l l 日 教材教具研究会（於 向洋小）
購師 中村 順吉 氏
子どもの関心・意欲を高める教材、教具の作成を

行った。 CDを使ったホバ ー クラフトやお茶を使っ
て節単にできる燃料電池など、紹介していただいた。

• 9月 2 日 郡科学作品審査会（於 穴水中）
能登町と穴水町に分かれて審査後、合同審査会を

行った。

• 9月9 日 県出品科学作品審査会（於 穴水中）

• 10月12日 授業研究会（於 松波中）
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単元名 1 年「身のまわりの物質」
ねらい 燃えてできた物をもとに物質を分ける。

授業者 浦 信ー 教諭（松波中）
小学校と中学校の教育課程において、気体の発生

や物質の見わけかたの学習内容がどのように扱われ
ているのか、系統性に重点をおいて話し合った。 ま
た、新学習指甜要領の内容についても学び合った。

• 1月12日 研究のまとめと反省（於 真脇小）
（小木中 坂口 浩二）

I 輪島市教育研究会理科部会 I
【会員数】 29名（小学校21名、中学校8名）
【会 長】 舘 雪雄 校長（河原田小）
【研究主題】「新教育課程に対応した授業づくり」

【活動内容】
• 5月12日 総会 組織会（於 河井小）
• 5月19日 年間活動計画の検討（於 河井小）
• 7月7 日 小・中合同授業研究（於 上野台中）

単元名 中3年「化学変化とその利用」
授業者 柿本 義浩 教諭（上野台中）

• 8月17日 小中別研修会

【小】研修サポ ー ト講座（於 鵠巣小）
講師 県教育センタ ー 櫻井ゆかり指郡主事

【中】教材研究（於 松陵中）
各学校での実践・教具開発の報告

• 9月 2 日 科学作品審査会（於 河井小）
出品数51点（小ー48点、中 ー 3点）
俊秀作品 小 ー 9 点

·11月10 日 小中別研修会

【小】西保地区の地質について（於 西保小）
講師 原田光雄 校長（西保小）

【中】研修サポ ー ト講座（於 松陵中）
講師 県教育センタ ー 松本政彦指甜主事

室田昌ー 指導主事

• 12月 1 日 小・中合同授業研究（於 鵠巣小）
単元名 小3年「もののおもさをくらべよう」

授業者 中谷 友子 教諭（鵠巣小）
• 1月12日 小中合同研修会（於 鵠巣小）

研修のまとめ （鵠巣小 中前 元久）

I 珠洲市理科教育研究会 I
【会員数】 18名（小学校13名、中学校5名）
【会 長】 多田 進郎 校長（宝立中）
【研究主題】

「自然に親しみ、科学的な見方・考え方を育てる理
科学習」

【活動内容】

• 4月22日 組織会、年間活動計画の立案
• 5月22日 野外観察会

“宝立町ビオトー プの観察
＂

購師 赤石大輔氏

• 7月9 日 授業研究
「ものの溶け方」について

• 9月3日～ 5日

第59回児童生徒理科研究作品展

• 10月21、22日
•11月17日
·11月19~21日

（小学校74点、中学校15点）
全国小学校理科大会

石川県理科教育研究大会
県科学作品展（珠洲会場）

y 



• 1 月20 日 教材教具作成会・レポ ート交流
• 2月17 日 レポ ート交流・研修のまとめ

全国小学校大会、 そして、 県理科大会へ現場で実
践した研究の成果を発表することができ、 かつ、 そ
の成果を大会に参加できなかった研究員にも還元す
ることができた。 ただ、 実践交流による意見交換は
活発であるが、 レポ ート数の少なさが課題である傾

向が続いている。
また、 今年は県の科学作品展を珠洲で開催するこ

とができた。 普段、 なかなか見ることができない県
内の作品に目を凝らして見入る人も多かった。 毎年
ではないにしろ、 何年かに 1 度 回ってくるこの作品
展の制度を今後も維持していってほしいと思う。

（緑丘中 奥 敏彦）

I 石川県高等学校教育研究会理化部会 I
【会員数】 181名
【会 長】 坂尻 忠秀 校長（飯田高）
【活動内容】
5月18 日、 総会を石川県立金沢伏見高等学校にて開

催した。 前 年度の事業報告および会計監査報告を承認
し、 本 年度事業計画、 予算案を審議、 承認した。 続い
て役員選出後、 全国理科教育大会、 北信越理科教育研
究大会の派遣者を決定した。

8月4~6日、 全国理科教育大会、 第81 回 日本理化
学協会総会が島根大学（松江市） を会場として開催さ
れた。 会長の坂尻忠秀校長（飯田高）、 全国理事・物
理分科会座長の末栄良弘教諭（金沢市立工業高）、 化
学分科会座長の江頭和子教諭（金沢西高） が参加した。

8月11~12日、 第 50回北信越理科教育研究大会が宮
山県立大学を会場として開催された。 林誠一氏（文部
科学省教科調査官） が「学習指迎要領の改訂とこれか
らの理科教育」と題して講演された。 研究発表者は米
ロ ー彦教諭（金沢泉丘高）、 江頭和子教諭（金沢西高）、
川場恭子教諭（小松高）、 北信越教育功労宜は越川司
朗副校長（県立工業高）、 中村公弘教諭（金沢桜丘高）
が受買した。

10月25日、 石川県高等学校理化研究大会を金沢泉丘
高校にて開催した。 分科会では、 波並亜希乃教諭（大
聖寺高）、 渡會兼也教諭（金沢大学附属高）、 屋敷秀樹
教諭（鹿西高）、 田口雅範教諭（小松高）、 垣内貴司教
諭（金沢泉丘高）、 池田敬教諭（鹿西高） が研究発表
した。 全体会の後、 三上明義氏（金沢工業大学教授）
を招き「次世代情報ディスプレイ技術の開発動向と将
来展望」と題した講演が行われ、 成長する情報通信産
業を支えるディスプレイ技術がさらに高臨場感、 超高
粕細の方向へ向かい、 有機ELなどの使用によって、
さらに薄く、 フレキシプルで省遥力化しようとする未
来像について熱心に語られた。

11月17日、 石川県理科教育研究大会河北・津幡大会
が津幡高校等で開催され、 提案者・司会者・記録者と
して、 渡會兼也教諭（金沢大学附属高）、 平野敏教諭

（七尾高）、 末栄良弘教諭（金沢市立工業高）、 見砂智
子教諭（金沢伏見高）、 関戸暢教諭（金沢北陵高）、 中
田博之教諭（寺井高） が参加し、 登美聡教諭（宝達高）
が教育功労者として表彰された。

2月には第3 回理事会を開催し、 今年度の総括を行
い、 3月には今年度の県研究紀要並びに次年度の会員・
生徒用の物理・化学実験習改訂版を発行する。

（飯田高 吉見 正志）
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I 石川県高等学校教育研究会生物部会 I
【会員数］ 83名
【会 長】 早川 弘志 校長（小松高）
【活動内容】

5月7 日、 石川県教育センタ ー にて総会・研修会を
開催した。 午前は、 平成21 年度事業報告、 会計決箕報
告、 会計監査報告、 そして平成22年度事業計画案、 会
計予算案、 予算審議を行った。 午後は、 役員選出、 各
部会の活動報告、 生物研究グル ープのチ ー フ選出と活
動方針の検討を行った。 最後に、 松浦克美氏（首都大
学東京教授） より指埠要領作成者の立場から「大きく
変更された高校生物新学習指埠要領のねらいと内容 一

なぜ変わったのか、 どう変わったのか ー 」というテ ー

マでご講演をいただいた。 新指迎要領では、 現代生物
学の成果を取り入れたものとなっていることや、「生

物基礎」においては「生物の共通性と多様性の視点」
という従来の科目と違った視点が明確に示されている
こと、 さらに、 健康や環境といった現代的課題にも配
慮したものとなっていることなど、 変更の意図を直接
お教えいただくことができた。（参加者30名）

11月26日、 石川ハイテク交流センタ ー にて研究発表
会を開催した。 今年度は「オオバコ2010」等柳生（桜
丘）「ファストプランツによる重力屈性の教材化」捨
田利（錦丘）「ダイコンコンソ ー シアムにおける小松高
校の取組み」寺岸（小松）「小松高校で行っている生物
実験の紹介」大丸（小松）「授業力錬成ゼミナ ー ル実践
報告」竹田（西）、 兵地（小松） など多数発表があった。
発表会後は、鈴木克徳氏（金沢大学教授） より「北陸
における持続発展教育(ESD)の推進について」とい
うテ ー マでご講演をいただき、 ESDについて初めて
知る先生 も多い中、 豊富な資料とわかりやすい話でか
なり理解を深めることができた。（参加者23名）

12月12日、 金沢錦丘高等学校で、「第12回いしかわ
高校生物のつどい」を開催した。 今回の参加校は5校、
参加生徒は37名、 教員10名であった。 午前は七尾、 小
松、 二水、 錦丘、 星稜の各高校から活動報告や研究発
表が行われた。 最後に梅本浩照氏（県教育センタ ー 研
修課指導主事） の講評があった。 午後は本多郁夫氏に
よる「知るほどに楽しい植物観察」というテ ー マでご
講演をいただいた。 植物の右巻きと左巻き、 オギとス
スキの違いや、 古事記の因幡の白兎に出てくる蒲黄の
話など、 まさに知るほどに楽しい植物の観方を学んだ
講演であった。 （金沢錦丘高 捨B3利 謙）

I 石川県高等学校教育研究会地学部会 I
【会員数】 13名
【会 長】 寺西 一栄 校長（加賀聖城高）
【活動内容】
7月 2 日、 石川県立羽咋高校に於いて、 今年度の総

会を行い、 総会後は学習会及び蕗頭見学（午後） を行っ
た。 総会では、 寺西部会長の挨拶に始まり、 会員の紹
介、 役員、 事業計画、 予卯案について審議し、 これら
を承認した。 学習指甜要領改訂に伴い新科目「地学基
礎」が埠入されることで県内高校での地学授業もこれ
までより多く開講されることが予想される。 これまで
他の理科科目に比べて授業担当することを拒まられて
きた地学（一因として、 そのために開誂されることさ
えなかった） を、 この機会に専門とする教員（部会員）
を中心に授業や諸活動でアピ ー ルし、 その魅力を他の

ヽ



理科教員に伝えることが必要である。 それが各校での
地学開講数や部会員数の増加につながることを期待し
たい。 学習会では、 日頃の授業等を通しての疑問点や
教え方の工夫について意見を交換しあった。 露頭見学
は、 宝達山西側に分布する数力所の露頭を観察した。
そのうちの一つは志雄町 ・菅原トンネルの側壁を構成
している大桑屈の蕗頭でおそらく同陀分布の北端であ
ろう。 犀川流域の模式地の露頭と比べると違和感を感
じる蕗頭ではあるが岩相、 化石の特徴は明らかに大桑
雇である。 また志雄町金谷から新宮へ、さらに東（宝
逹山西側）の谷に入った道路沿いには礫岩•砂岩・泥
岩・凝灰岩層からなる露頭（採石場も含む）が不連続
ながら観察できた。 かなり奥に入った道路沿いの露頭
では、砂岩・泥岩互唇がほぼ西側（海側）に傾斜する
様子が観察できたが、 ひとつの露頭では傾斜がほぼ垂
直かあるいは逆転？しているものがあった。 以前から
知る人ぞ知る蕗頭であるが目前に観察すると驚きを隠
せない迫力があった。 この地脳の年代からみてもこの
地域の地盤の隆起（変動）がとても大きいことがわか
る、好露頭のひとつである。11月17日に開催された県
理科大会（河北・津幡大会）では、 安田誠二教諭（小
松明峰高）が「地学の実験 ・ 実習における言語活動の
役割」と題する提案を行った。 2月末、 県教育センター

に於いて、第2回総会（今年度の事業・会計報告と反
省、来年度の予定）及び研修会を行う予定である。 3
月31日、地学部会誌『高校地学第47集』を発刊する。

（小松北高 小坂 淳）

I 金沢大学附属小学校理科部会 I
【会員数】 3名
【部会長】 岩崎 誠 教諭
【活動内容】
本校理科部会では、 本年度から新しい研究テ ー マ

「であう ・ つながる•うまれるコミュ ニケ ー ショ ン」
がスタ ー トした。 この「であう・つながる ・ うまれる
コミュ ニケ ー ショ ン」とは、 思考カ・判断カ ・ 表現力
を育てる話し合い・聞き合いの活動を表している。 本
年度は一年目ということで、 まず、話し合い ・ 聞き合
い活動が「であう・つながる• うまれるコミュ ニケ ー

ショ ン」となる条件を、日常的な実践の柏み重ねの中
で明らかにしていくことを目指した。 具体的には、 研
究主題を受け、 各人が実践テ ー マを立て、思考カ・判
断カ・表現力を育む条件となりえるものを考え設定し、
設定された条件を確かめるために、 日々の実践や研究
授業などを織り交ぜながら行ってきた。

理科部の中でも、 小網達也教諭は『適切な言葉で自
分の考えを伝え合い課題を解決していく 話し合い活
動』、私は『共通経験や認識の上で お互いの考えを説
明し合い 考えを更新していく活動』というように、
それぞれが実践テ ー マを立て、 理科の授業を中心に条
件の検証に取り組んできた。

10月30日の教育研究発表会では、 3年「電気の通り
道」、 4年「追跡～水の三つの姿～」 の各単元を取り
上げ、 条件に基づいて実践を栢み重ねてきた子どもの
姿として発表を行った。「追跡～水の三つの姿～」で
は、空気中に出て行った水蒸気の行方について話し合
い、 そこから結蕗などができる理由を考える授業であっ
た。「電気の通り道」では、 なぜソケットなしでも明
かりがつくのかを絵や図を使って表現し、 説明し合う
授業でした。 それぞれの協議会では、参加者から様々
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な意見をいただき、とても有意義な会であった。
現在附属小学校の理科部では、 二つのことに取り組

んでいる。 一つは新しい教科書に合わせたカリキュラ
ムの編成である。 この来年度のカリキュラムには、 来
年度の研究にかかわる、 理科における思考力とは何か？
思考カ・表現カ ・ 判断力等の能力を育てるための手だ
てとは？などを理科部で協議しながら、 カリキュラム
に入れるべく取り組んでいる。

もう一つは、金沢大学の矢倉教授の協力のもと「ファ
ストプランツ」という植物を栽培している。 この植物
は、 条件さえそろえば一 日で芽が出て、二週間で花が
咲くという植物で、 5年生の理科「植物の発芽、 成長、
結実」の単元で教材として利用できないかどうかを育
てながら、 研究している。 来年度は、 これらを活かし
て研究を進めていきたい。 （岩崎 誠）

1 金沢大学附属中学校理科部会 I
【会員数】 3名
【部会長】 廣谷 玲江 教諭
【活動内容】
本校理科部会では、 思考カ・判断カ・表現力を接う

ために必要なことは、 考えるための道具として知識・
技能を身につけさせ、 その上でそれを活用して考える
学習活動を個人、 グル ー プまたは全体で行う場を意識
的に設定することであると考えている。 昨年度は、こ
れらの力を効果的に育てていくためには各単元でどの
ような工夫ができるかを研究 ・ 実践してきた。 今年度
は、これを継続しながらも、特に活用して考える部分
について、 より科学的に説明できるようにするための
指迎の工夫についての研究・実践を行っている。

理科学習において科学的に説明する力を育成するた
めには、 生徒が問題解決を行う過程で、論理的な根拠
となる事項が明確になっていくことが必要である。 そ
こで、まず「問題解決の流れの工夫」を考えた。 その
例として、仮説の設定、観察 ・ 実験のエ夫があげられ、
これらをもとに言語活動における論拠が明確になるよ
うに考えた。 また、問題解決の出発点になる「自然事
象の提示、課題の設定」や、 それを通した学習意欲の
もたせ方などを考慮したり、問題解決の途中では、
「イメ ー ジ化の工夫」により自然事象と言語活動の橋渡
しをして科学的な説明がしやすいような工夫を行った。
最終的な言語活動として、「論理的、客観的な根拠」を
もとにした科学的な説明ができるよう、 発表の仕方、 話
し合い方、記述の仕方等の指導や工夫に取り組んだ。

これらの取り組みにあたって、 まずレポ ー ト作成時
には、考察の古き方（論拠を明確にしながら結論へと
甜く）の基本指報に力を入れ、 その上で、さまざまな
観察・実験を行ってきた。 さらに、「イメ ー ジ化のエ
夫」として物質の溶解について粒子概念を用いて説明
させたり、 太陽高度と緯度の関係についてプラネタリ
ウムソフトなどを用いて具体的にイメ ー ジ化させてか
ら説明させたりする授業を行った。 また、「論理的、
客観的な根拠」を意識して説明させるために、 異なる
対照実験を行った班が相互に説明しあうことで、 より
根拠を明確にさせるように意図したり、 迫伝子組み換
え食品について調べ学習を行い、 その是非について根
拠を挙げながら論じさせたりする授業を行った。

今後も、 来年度の5月27日の研究発表会に向けて、
さらに科学的に説明する力の育成について研究を進め
ていきたい。 （廣谷 玲江）



＝平成23年度理科関係大会＝

◇第48回石川県理科教育研究大会（小松・能美大会）
大会主題：小・中・高をつなぐ理科教育の あり方

～化学の有用性を実感できる理科教育～

期 日：平成23年10月21日圏

会 場：小松市立苗代小学校

小松市立芦城中学校

石川県立小松工業高等学校

小松市立芦城小学校（全体会）

◇第44回 全国小学校理科研究大会（宮崎大会）

◇第20回 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究

協議会全国大会（大阪大会）
テ ー マ：密け！学びのトライアングル

～学びを実感できる生活・総合 の学習～

期 日：平成23年1 1月 17日（木）・ 18日圏

会 場：大阪市立磯路小学校

堺市立北八下小学校

大阪市中央公会堂

◇ソニ ー科学教育研究会全国大会（青森大会）

会 場：三戸郡南部町立名久井小学校

◇第50回 日本初等理科教育研究会全国大会中央大会

研究テ ー マ：未来を拓く問題解決

期 日：平成23年10月9日（日）

会 場：筑波大学附属小学校

◇第58回 全国中学校理科教育研究大会（山形大会）
大会主題：自然に進んでかかわり、生きる力をはぐ

くむ理科教育

研究主題：自然を諄び、科学の目で見つめ、未来を

創る理科教育

期 日：平成23年8月3日（水）～5日圏

会 場：山形テルサ、 ホテルメトロポリタン山形

◇平成23年度 全国理科教育大会（鹿児島大会）

第82回 日本理化学協会総会

期 日：平成23年8月3日（水）～5日御
会 場：鹿児島県民交流セン タ ー

◇日本生物教育会第66回全国大会（愛知大会）

大会主題：愛・知·未来の生物教育

～多様性・共生そして科学技術～

期 日：平成23年8月 2日（灼～5日倫）
会 場：名城大学天白キャンパス

石川県科学教育振興会会員企業（五十音順）

闊アイ・オ ー ・ デ ー タ機器／ア サヒ装設（樹／アムズ（樹／（樹ア ー ル・エム計測器／石井屯機商会／石川県経営者協会

圏石川鋼材商会／（樹石川コンビュ ー タ・センタ ー／石川テレビ放送（術／石川トヨタ自動車（樹／（樹うつのみや／（恥江口組

NHK金沢放送局／かがつう （樹／（樹柿本商会／（樹勝木太郎助商店／カナカン（j',1;)／金沢環境管理（掬／金沢信用金庫

金沢商工会議所／亀田工業（樹／北日本観光自動車（樹／北村プレ ス工業（樹／共和電機工業（樹／（樹金太／黒｝1|工業（株）
闊小林太一 印刷所／小松商工会議所／（樹坂尾甘蕗堂／産経新聞社金沢支局／サンコ ー センイ（樹／（樹ジェスクホリウチ

聡柴舟小出／澁谷工業聡／昭和鋳エ（樹 ／杉本理科（悧／卸スギ ヨ／千田書店／第 一 電機工業（籾／（樹 ダイ シン

中日新聞社北陸本社／大同工業（樹／太平ビルサ ービス （樹／太陽緑化建設（樹／（樹高井製作所／裔田産業（樹／宝機械工業（掬

津田駒工業（
．

掬／（樹東亜鍛工所／東亜電機工業卸／（樹 東振精機／直源醤油（掬／（樹中島 商店／中村留精密工業（刷

中村酒造（籾／閥ナナオ／七尾商工会議所／ニッ コ ー （樹／日成ビ ルド工業（樹／日本海建設（掬／のと 共栄信用金庫

能美防災（樹 金沢支社／羽咋丸善（樹／（樹PFU／東野産業（掬／（掬東山商会／疋田産業（樹／菱機工業（樹／肥田電器（掬
（樹福光屋／北國銀行（掬／北國新聞 社 （掬／ ホクシ ョ ー （掬／北菱 電興（掬／北陸総 合容備保障（掬／北陸製網（椋

北陸通 信工業（樹／北陸軍力（恥／北陸 日本電気ソフトウェア(W/北陸放送（掬／毎日新聞社北陸総局／松村物 産卸

丸果石川中央青果（掬／丸三織布（掬／（悧丸西組／丸文通商（樹／三谷産業（樹／ミナミ 金属（籾／向病院／（樹ムラヤマ／明祥（樹

卸ヤギコ ー ポ レ ー シ ョ ン／（掬山岸建築設計 事務所／（掬山岸製作所／（樹山越／（樹山田時計店／（樹ヤ マト醤油味噌

良川織物工業協同組 合／ヨシダ印刷（籾／（樹米沢鉄工所／米沢霜気工事（樹／読売新聞北陸支社金沢支局

編集後記

本号は、津幡町で開催されました「第47回石川
県理科教育研究 大会（河北・津幡大会）」の特集
号として編集致しました。 また、県下の各地区に
おける23の研究会の活動報告も併せて掲載してあ
ります。 今後の参考になりましたら幸いです。 ご
ー読の上、ご意見をお寄せ下さい。

最後になりましたが、原稿執筆等でご協力いた
だきました先生方に厚く御礼申し上げます。
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表紙 題字 越馬 平治氏
写真 梅本 浩照（石川県教育センタ ー ）

県教育センタ ー中庭のサンショの木で撮影
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